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第 3 節 特別会計 
１．国民健康保険事業特別会計  
（１）概況 
    わが国では、医療について全国民がいずれかの保険に加入する、いわゆる国民皆保険制

度が昭和 36 年から実施されており、国民健康保険は、この国民皆保険体制を確立するため

に市町村が実施することを義務づけられている制度です。他の健康保険や各種の共済保険

等の被用者保険に加入できない者すべてを対象とし、保険給付を行うものです。 
    平成 19 年度決算額は、歳入 7 億 9,135 万 9 千円、歳出 7 億 5,718 万 5 千円となり、実

質収支は 3,417 万 4 千円となりました。 
 
（２）歳入 
    歳入では、国庫支出金が2億1,122万5千円、県支出金が3,055万3千円で全体の30.6％、

国民健康保険税が 1 億 8,237 万 1 千円で 23.1％となっています。なお、国民健康保険税の

滞納額は年度末で 1,630 万 9 千円と昨年度より減少したものの、依然として高額となって

います。 
第 20 表 歳入決算額等の推移                    （単位：千円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
（３）歳出 
    歳出では、全体の 66.1％は保険給付費です。また、老人保健拠出金は 8,891 万 8 千円と

なりました。 
第 21 表 歳出決算額等の推移                    （単位：千円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．国民健康保険関川診療所特別会計 
    平成 19 年度の決算額は、歳入 1 億 3332 万 1 千円、歳出 1 億 2539 万 7 千円になりまし

た。この結果、実質収支は 792 万 4 千円となりました。 
 

第 22 表 決算額の推移                      （単位：千円） 
 
 
 
 
 
 
 

国庫支出金 県支出金 国民健康保険税

15 717,160 283,409 184,039 99.0

16 687,283 283,858 184,472 100.2

17 703,921 250,754 25,189 184,440 100.0

18 763,196 235,374 33,765 185,562 100.6

19 791,359 211,225 30,553 182,371 98.3

年度 歳入決算額
左　の　う　ち

備考
保険税の

前年度比

保険給付費 老人保健拠出金

15 717,160 457,254 166,630 115.7

16 687,283 424,615 164,559 92.9

17 703,921 484,825 132,608 114.2

18 763,196 533,092 79,438 110.0

19 757,185 500,837 88,918 93.9

年度 歳出決算額
左　の　う　ち

備考
保険給付費

の前年度比

診療件数

15 110,910 91,000 6,626 10,669 104,238 59,280 39,859
16 112,756 100,889 7,255 3,954 103,975 61,778 37,099

17 115,628 105,895 7,739 0 114,289 69,443 39,747

18 109,643 107,408 7,930 0 100,472 52,431 42,943
19 133,321 113,665 8,418 0 125,397 73,002 47,296

歳　出
決算額

施　設

管理費

他会計

繰入金
医業費

年度
歳　入
決算額 診療収入
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３．老人保健特別会計 
    平成 19 年度の老人保健特別会計は、歳入 8 億 9,574 万 3 千円、歳出 8 億 7,713 万 9 千

円となり、この結果、実質収支は 1,860 万 4 千円となりました。 
 

第 23 表 歳入決算額等の推移                   （単位：千円） 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

４．介護保険特別会計 
    平成 12 年度から制度化された介護保険。15 年度より介護保険料改定。19 年度は歳入 6

億 8,827 万 8 千円、歳出 6 億 8,381 万 4 千円となりました。この結果、実質収支は 446 万

4 千円となりました。 
 

第 24 表－1 決算額（歳入）                    （単位：千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 24 表－2 決算額（歳出）                     （単位：千円） 
 
 
 

 

 

 

※１５～１７年度は支援サービス等諸費 

 

 

15 992,017 636,856 233,478 58,290 58,627 957,816 941,818

16 949,057 556,559 228,685 59,879 69,734 944,102 896,551

17 885,592 497,456 226,947 60,554 85,273 885,592 859,035

18 879,547 452,673 215,268 61,844 120,507 879,547 842,111

19 895,743 405,290 283,842 73,175 80,095 877,139 801,506

歳出決算額 医　療

給付費
年度 歳入決算額 支払基金

交 付 金

国　庫

支出金
県支出金

一般会計

繰 入 金

15 607,485 97,671 184,031 165,123 70,962 81,799 0

16 601,897 96,158 185,064 160,411 72,779 84,070 0

17 623,808 95,926 179,086 169,379 79,418 84,517 0

18 706,299 105,441 193,822 167,288 96,330 118,716 0

19 688,278 106,920 190,807 160,880 91,693 117,821 0

基　金

繰入金
年度 歳入決算額 介　護

保険料

支払基金

交付金

国　庫

支出金
県支出金

一般会計

繰入金

15 604,116 569,709 559,599 5,909 3,232 － 969
16 586,439 568,457 560,689 4,195 2,809 － 764
17 600,975 568,148 548,930 4,807 4,577 9,031 803
18 688,366 608,902 568,141 6,806 9,722 23,381 852
19 683,814 605,327 558,678 12,261 9,253 24,273 862

※介護予防

ｻｰﾋﾞｽ等諸費

高額介護

ｻｰﾋﾞｽ等費

年度 歳出決算額 介護ｻｰﾋﾞｽ

等諸費
保険給付費

特定入所者

介護ｻｰﾋﾞｽ等費

審査支払

手数料
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５．村有温泉特別会計 
    平成 19 年度の決算額は、歳入 592 万円、歳出 537 万 3 千円となり、この結果、実質収

支は 54 万 7 千円となりました。 
 

第 25 表 決算額の推移                      （単位：千円） 
 
 
 
 
 
 

 

６．宅地等造成特別会計 
    平成 19 年度の宅地等造成特別会計は、歳入 3,022 万 5 千円、歳出 2,374 万 9 千円で決

算となり、この結果、実質収支は 647 万 6 千円となりました。 
 

第 26 表 歳入決算額等の推移                   （単位：千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．簡易水道特別会計 
    平成 19 年度の簡易水道特別会計は、歳入 16,753 万 9 千円、歳出 16,554 万 2 千円とな

りました。この結果、実質収支は 199 万 7 千円となりました。 
 

第 27 表－1 決算額（歳入）                    （単位：千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 27 表－２ 決算額（歳出）                    （単位：千円） 
 
 
 
 

 

 

15 6,028 4,376 5,441 2,954 924 742 821

16 5,414 4,784 4,902 3,451 632 819

17 7,897 4,706 577 2,000 7,571 2,668 3,182 2 1,719
18 5,701 5,174 4,856 3,120 1 1,736

19 5,920 5,174 5,373 3,151 5 2,217

基　金

繰入金

基　金

積立金
公債費

歳　出

決算額
施　設

管理費
村債

施　設

整備費

年度
歳　入

決算額
温　泉

使用料

一般会計

繰入金

15 18,308 2,489 3,311 7,052 893 6,159
16 85,872 2,490 18,677 41,000 77,238 70,993 6,042

17 30,522 20,645 1,243 6,804 6,804

18 32,521 7,449 1,354 11,238 11,238
19 30,225 7,621 1,321 23,749 11,382

歳出決算額
公債費

年度 歳入決算額 宅地分譲
収入

一般会計
繰入金

村債
宅地造成
事業費

15 119,204 22,060 30,094 1,580 4,000 58,413

16 165,485 23,013 49,225 1,480 26,500 23,785 国庫補助　32,915

17 68,975 22,044 29,680 1,500 2,100 10,189

18 51,091 22,438 24,451 1,470 0 0

19 167,539 21,634 38,653 1,380 103,900 0

備　考
年度 歳入決算額

使用料 一般会計繰入金 基金繰入金 村債 雑入(補償)

15 115,815 6,162 22 80,682 28,949

16 163,524 6,171 33 128,286 29,034

17 66,277 6,296 19 30,086 29,875

18 49,186 6,785 32 12,300 30,069

19 165,542 7,095 60 30,136 128,251

施設管理費 公債費
備　考年度 歳出決算額

一般管理費 基金管理費
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８．公共下水道事業特別会計 
    平成 19 年度の公共下水道事業特別会計の決算は、歳入 9 億 3,374 万 5 千円、歳出 9 億

2,432 万円となり、この結果、実質収支は 942 万 5 千円となりました。 
    歳入では、国庫支出金 2 億 5,000 万円、地方債 2 億 5,490 万円、受益者負担金 1,016 万

7 千円、一般会計繰入金は 3 億 5,334 万円となっています。 
    歳出の主なものは建設事業費で、委託料 2,292 万 6 千円、管渠埋設工事費 3 億 8,681 万

1 千円、水道補償料 7,567 万 8 千円となっています。 
 

第 2８表 決算額の推移                       （単位：千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．農業集落排水事業特別会計 
    平成 19 年度の農業集落排水事業特別会計の決算は、歳入 8,553 万 8 千円、歳出 8,359

万 2 千円となり、この結果、実質収支は 194 万 7 千円となりました。 
    歳入では、県補助金 2,485 万円、受益者分担金 238 万 9 千円、一般会計繰入金は 1,861

万 6 千円となっています。 
    歳出の主なものは公債費で、7,577 万 2 千円となっています。 
 

第 2９表 決算額の推移                       （単位：千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 1,133,042 450,000 16,188 369,272 230,200 1,124,004 890,775 167,855

16 903,742 302,000 11,374 211,514 315,800 884,817 613,149 223,485
17 1,232,090 448,000 8,787 399,242 303,600 1,223,313 907,648 271,027

18 974,324 300,000 10,344 307,412 279,700 968,905 605,747 321,811
19 933,745 250,000 10,167 353,340 254,900 924,320 506,155 372,232

歳出決算額 公債費年度 歳入決算額 国庫支出金 受益者分担金 村債 建設事業費一般会計繰入金

15 703,104 341,710 4,774 10,459 325,400 697,854 665,260 21,796

16 277,222 139,770 5,448 54,668 54,500 273,046 229,716 36,964

17 72,466 29,820 4,064 24,480 70,884 56,173

18 78,584 29,820 2,836 6,443 30,000 77,111 69,230

19 85,538 24,850 2,389 18,616 29,000 83,591 75,772

歳出決算額
公債費

年度 歳入決算額
県支出金 受益者分担金 村債 建設事業費一般会計繰入金
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第 4 節 公営企業会計 
 
村の公営企業法適用の事業は上水道事業だけであり、その決算状況は次のとおりです。 

 
（１）収益的収支 
    総収益では、前年対比で 9.9％の減、総費用は前年対比で 8.4％の減となりました。その

結果、19 年度の純利益は 2,209 千円となり、繰越欠損金 2,811 万 9 千円を差引き、当年度

末処理欠損金が 2,591 万円となりました。 
 
（２）資本的収支 
    資本的収支では、差引 4,012 万 3 千円の財源不足となりました。 
    支出の内容では、下水道管渠埋設工事に伴う配水管布設替工事が主なものです。 
 
第 30 表 収支決算状況表                 （単位：千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 収益的収支には消費税を含まない。 

 
第 31 表 貸借対照表（平成 20 年 3 月 31 日）               （単位：千円） 
 

 

19年度 18年度 差　引 増減率

（Ａ) （Ｂ） （Ｃ） （Ｃ）/（Ｂ）

総 収 益 100,228 111,234 △ 11,006 -9.9%

収益的収支 総 費 用 98,019 106,956 △ 8,937 -8.4%

差 引 純 利 益 2,209 4,278 △ 2,069 -48.4%

（損　失）

繰 越 利 益 剰 余 金 △ 28,119 △ 32,397 4,278 13.2%

未処 分 利益 剰 余 金 △ 25,910 △ 28,119 2,209 7.9%

（未処理欠損金）

資 本 的 収 入 114,947 109,223 △ 41,662 -38.1%

資本的収支 資 本 的 支 出 155,070 139,388 △ 42,494 -30.5%

差　　引 △ 40,123 △ 30,165 832 2.8%

（補填財源）

内 部 留 保 資 金 40,123 30,165 △ 832 －

そ の 他 － － － －

区　　　分

科　　目 金　額 科　　目 金　額

（資産の部） （負債の部）

固 定 資 産 2,446,596 固 定 負 債 1,750

流 動 資 産 388,198 流 動 負 債 408

引 当 金

（資本の部）

資 本 金 1,365,204

剰 余 金 1,467,432


